
介護保険会計

○ サービス利用者の増加等に伴う保険給付費の
増等により、前年度比 2.3％の増となります｡
○ 一般会計から、保険給付に係る費用の市町村
負担分など、総額286億円の繰入を受けます。
○ 基金25億円を活用し、保険料の上昇を抑制し
ます。

土地区画整理会計

○ 篠路駅東口土地区画整理事業の移転補償費の
減等により、前年度比 29.0％の減となります。

予算７億円

母子父子寡婦福祉資金貸付会計

○ 事務費（債権回収委託）及び貸付金の増によ
り、前年度比 68.2％の増となります｡

予算額0.7億円

国民健康保険会計

○ 事業費納付金の減等により、前年度比0.8％
の減となります。
○ 一般会計から、財政基盤の強化を目的とした
法定の繰入金153億円など、総額202億円の繰入
を受けます｡

〇 基金1.3億円を活用し、保険料の上昇を抑制
します。

予算額1,822億円

後期高齢者医療会計

○ 被保険者数の増に伴う北海道後期高齢者医療
広域連合負担金の増等により、前年度比 1.5％
の増となります。

○ 一般会計から、財政基盤の強化を目的とした
法定の繰入金67億円など、総額86億円の繰入を
受けます。

予算額354億円

基金会計

○ 預金等利子の増等により前年度比 41.2％の増
となります｡

予算額31億円

特別会計予算の概要 予算額 4,006億円（前年度比1.0％増）

予算額1,785億円

駐車場会計

○ 駐車場借入金の返済終了に伴う公債償還費の
増等により、前年度比176.2％の増となります。

予算額５億円
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予算額 51億円
（前年度比 15.0％増）

安全で安心な生鮮食料品の供給
生鮮食料品の安定供給を維持できる

よう、老朽化した場内の設備機器類の
更新を行います。

経営基盤の強化
健全な財務体質の下で事業運営を担

えるよう、計画的・効率的な事業執行
により、引き続き、より一層のコスト
削減に努めます。

収益的収入 23.5億円
収益的支出 23.4億円
差 引 0.1億円

未処理欠損金 48億円

予算額 307億円
（前年度比 1.9％増）

安全で質の高い医療の提供
安全で質の高い医療を提供するため、

高度医療機器の更新・整備や経年劣化
に伴う施設の改修を計画的に行います。

経営健全化に向けた取組
新入院患者の受入強化や、経費の削

減に取り組み、より健全かつ効率的な
病院経営を目指します。

収益的収入 269億円
収益的支出 283億円
差 引 ▲ 14億円

未処理欠損金 76億円

予算額 39億円
（前年度比 8.1％減）

安全の確保
安全運行の確保のため、計画的な軌

道施設の更新を進めます。

快適なお客さまサービスの提供
街路拡幅事業に合わせて、軌道改良

工事などを進めます。

まちづくりへの貢献
電車事業所の改良を進めるとともに、

低床車両の製造等を進めます。

経営力の強化
厳しい経営環境を乗り切るため、運

送事業者と連携し、必要な財源の確保
に努めます。

収益的収入 17.7億円
収益的支出 18.2億円
差 引 ▲ 0.5億円

未処理欠損金 12億円

病院事業会計 軌道整備事業会計中央卸売市場事業会計

企業会計予算の概要 予算額 3,089億円（前年度比5.5％増）
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予算額 1,075億円
（前年度比 5.0％増）

安全なくらしを守るための取組
安全なくらしを守るため、老朽化し

た施設の改築、浸水対策及び施設の耐
震化などを着実に行います。

脱炭素や雪対策への貢献
下水熱を利用した融雪槽を設置する

など、下水道エネルギーの有効利用に
より脱炭素に向けた取組を進めます。

健全経営の維持に向けた取組
コストの縮減等により財務体質の強

化を図るとともに、効果的な人材育成
等により運営体制の強化を図ります。

収益的収入 534億円
収益的支出 517億円

差 引 17億円
未処理欠損金 23億円

予算額 753億円
（前年度比 5.1％増）

安全で安定した水道水の供給
安全で安定した水道水をお届けする

ため、配水管の整備や白川浄水場など
の施設の更新を行います。

水道施設・水道管の災害対策
災害対策として、浄水場などの施設

や配水幹線、災害時重要施設へ向かう
配水管の耐震化などの事業を進めます。

健全経営の維持に向けた取組
健全経営の維持に向け、必要な財源

の確保に努めながら、施設規模の見直
しなどの経費節減に取り組みます。

収益的収入 482億円
収益的支出 406億円

差 引 76億円
未処理欠損金 なし

予算額 864億円
（前年度比 8.1％増）

安全の確保
 老朽化した施設の改修のほか、防災
対策として、南北線シェルター耐震改
修工事などを進めます。

快適なお客さまサービスの提供
 お客さまの利便性向上のため、一般
旅客用トイレの洋式化などを行います。

まちづくりへの貢献
 都心の再開発に合わせて、混雑緩和
のため、南北線さっぽろ駅のホームを
増設します。

経営力の強化
 将来にわたって安全な輸送サービス
を提供するため、乗車料収入だけでな
く、附帯事業収入を含めた財源の確保
や経費節減に取り組み、経営の効率化
に努めます。

収益的収入 519億円
収益的支出 439億円

差 引 80億円
未処理欠損金 1,806億円

水道事業会計高速電車事業会計 下水道事業会計

東部水再生プラザ融雪槽
（Ｒ８年度冬に本格稼働開始予定）
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